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副 腎 の こ と
長崎大学医学部附属原爆後障害
医療研究施設病理学部門教授 西 森 一 正
私は特に副腎を専門に研究 しているわけではないけれ ども,副腎 とは何 となく因縁が深
いようである.昭和22年松岡茂教授が病理の主任教授 として長崎に赴任 され ると同時に入
局した私が 仕事始め として 最初に与えられたテーマが'「成人の両側性副腎出血」 であっ
た.
教室の研究主題が高血圧症 と血管病変であったので,先 人の行なったいろいろの方法に







およそアメリカらしくない南部の街であり,私の滞在中にも研究視察?に 日本か ら来 られ
た偉い先生方を特別研究のためご案内したことが多かった.
Skelton教授はカナダ人でモン トリオールのSelyeのもとで内分泌に関する基礎的研究




く評価 され,ア メ リカにおいて病症学者としての不動の地位を占めた大きな要素であるよ
うに思われ る.
副腎再生性高血圧症については,い ろいろの機会にこれを紹介 したし,原著を見 られた
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ことと思うので詳しくは述べないが,副 腎の被膜のみ残 してえ ぐり出して皮質の再生を促
がし,他に1%食 塩水投与と片腎摘出の条件を加えることにより,ラ ッ トは約4週 間では
なはだ著明な高血圧 と心,血 管病変を惹起するもので,従来のDOCやDCAな ど副腎皮















いが,高 血圧 との関係だけか らみてもこのように重要な役割 りを果 している臓器が,肉 眼
的にはわずかの重量を示すのを見て臓器の神秘に驚 くことしばしぼである.
有名な実験や研究のヒソ トあるいは着想にはいろいろのエピソー ドがある.私 の学生時
代の恩師吉田富三教授が吉田肉腫を作 られた ときには,平素至極のんびりの研究員の1人
がたまたま日曜に出勤して,死亡 したラヅ トの腹水に気づき,これを吉田教授に報告 し死




のラッ トを用いるのが常である.両副腎摘出の手技で誤って被膜を取 り残していた1匹 から
この実験が始 まったとのことである.偶然 といえばそれまでであるが,そ の1匹 を見逃 さな
かった慧眼こそ敬服すべ きだ と思 う,あやまちこそ大切であると彼にいったのであるが,私
のつたない英語では私の真意がじゆうぶん通 じたかどうか.吉 田冨三先生も 「吉田肉腫」な
る著書の巻頭に吉田肉腫は偶然の所産である……と書かれているが,い ずれにしても偶然を
見のがさない科学者の心が偉大な研究の糸口を作ることが多い.
